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県
磐
田
市
、
情
報
学
部
は
藤
枝
市
に
立
地

し
、
双
方
の
市
の
支
援
を
受
け
て
設
立
さ

れ
た
。
出
自
か
ら
し
て
地
域
に
密
着
し
て

い
る
が
、
大
坪
檀
学
長
は
大
学
と
地
域
と

の
関
係
を
さ
ら
に
積
極
的
に
捉
え
て
い

る
。「
地
域
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
の
で
き

な
い
大
学
は
滅
び
る
。
地
方
の
小
規
模
大

学
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
は
幾
ら
で
も

あ
る
」（
大
坪
学
長
）。

　

こ
う
し
た
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、

静
岡
県
を
代
表
す
る
企
業
・
団
体
が
必
要

経
費
を
負
担
し
て
実
施
運
営
さ
れ
る
「
寄

付
講
座
」
だ
。
中
部
電
力
、
ヤ
マ
ハ
発
動

機
、ス
ズ
キ
、浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
、静
岡
銀

行
、
中
外
製
薬
な
ど
の
企
業
が
参
画
し
て

い
る
。「
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
チ
ー
ム
経
営
」

「
だ
い
い
ち
テ
レ
ビ
の
番
組
制
作
」な
ど
若

者
の
興
味
を
引
き
、
し
か
も
実
践
的
な
内

容
の
も
の
も
数
多
い
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
と
と
も
に
、
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
ス
タ

ッ
フ
６
人
が
年
間
で
１
０
０
０
社
の
静
岡

県
内
企
業
を
訪
問
す
る
な
ど
徹
底
的
な
地

元
重
視
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
昨
年
度
は
地
元
企
業
中
心
に
、
男
子

学
生
95
％
超
、
女
子
学
生
は
ほ
ぼ
１
０
０

％
の
就
職
実
績
を
残
し
た
と
い
う
。
少
子

化
が
進
行
し
て
い
る
現
在
、
子
ど
も
の
地

元
企
業
へ
の
就
職
を
望
む
親
は
多
い
。
そ

う
し
た
親
は
、特
に
心
強
く
思
う
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
大
坪
学
長
は
大
変
な
ア
イ
デ
ア

マ
ン
で
も
あ
る
。
55
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の

入
学
を
支
援
す
る
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
入
学

制
度
」
は
、
入
学
後
、
周
囲
の
若
い
学
生

に
対
す
る
教
育
的
行
為
を
評
価
し
、
最
大

年
間
40
万
円
の
奨
学
金
を
支
給
す
る
。
昨

年
度
は
全
入
学
者
５
人
に
40
万
円
支
給
し

た
そ
う
だ
。

　

地
元
静
岡
県
は
、
製
造
業
が
多
く
、
他

地
域
以
上
に
景
気
後
退
に
直
面
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
な
か
で
静
岡
産
業
大
学
の

現
状
の
内
定
率
は
、
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
る
80
％
程
度
を
死
守
し
て
い
る
が
、

や
は
り
昨
年
を
５
〜
10
㌽   
程
度
下
回
る
可

能
性
が
強
い
。そ
こ
で
手
を
打
っ
た
の
が
、

①
卒
業
延
期
制
度
と
、
②
産
業
研
究
所
研

究
生
│
│
だ
。
前
者
は
通
常
の
学
費
の
30

％
で
引
き
続
き
大
学
に
在
籍
さ
せ
、
資
格

取
得
や
就
職
活
動
を
支
援
す
る
。後
者
は
、

一
度
卒
業
さ
せ
る
が
、
半
年
で
６
万
円
と

い
う
格
安
学
費
で
、
１
週
間
に
１
回
以
上

登
校
さ
せ
、
学
生
の
自
発
的
な
産
業
研
究

を
支
援
す
る
。
い
ず
れ
も
学
生
の
実
情
に

合
わ
せ
た
現
実
的
な
ア
イ
デ
ア
だ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

学
内
の
定
期
試
験
は
制
服
で
の
受
験
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
学
生
は

制
服
を
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
と
し
て
活
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
に
よ
る
担
任
制

を
導
入
し
て
い
る
大
学
は
珍
し
く
な
い

が
、
同
大
で
は
１
人
が
４
年
間
一
貫
し
て

同
じ
メ
ン
バ
ー
を
担
任
し
、
導
入
教
育
か

ら
就
職
支
援
ま
で
細
や
か
に
学
生
の
面
倒

を
見
る
。
吉
野
昌
昭
学
長
は
「
新
し
い
教

員
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
の
教
育

理
念
・
歴
史
を
伝
え
、
そ
れ
を
受
け
入
れ

る
人
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
言
い
、

こ
う
し
た
方
針
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
全

学
教
授
会
を
月
１
、
２
回
実
施
す
る
な
ど

の
工
夫
を
凝
ら
す
。

　

一
方
で
、
就
職
支
援
に
関
し
て
は

極
め
て
先
進
的
で
あ
る
。
指
揮
を
執

る
田
中
秀
利
教
授
（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
長
）
は
マ
ツ
ダ
に
33
年
間
在
籍

し
、
人
材
開
発
部
門
20
年
と
11
年
間

の
海
外
勤
務
を
経
験
し
た
元
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
。
１
年
次
か
ら
導
入
さ
れ
て

い
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
は
、
田
中
教
授
の
長
年
の
経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
た
極
め
て
具
体
的
か

つ
実
践
的
な
内
容
だ
。
専
任
教
員
も

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
協
力
し
、
卒

業
生
を
採
用
し
た
企
業
を
中
心
に
年

間
合
計
で
３
０
０
社
を
訪
問
す
る
な

ど
地
道
な
努
力
を
続
け
て
い
る
。
こ

う
し
た
成
果
が
、昨
年
度
、大
学
96・

９
％
、
短
期
大
学
98
・
４
％
の
就
職

率
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。
表
の
下

段
の
よ
う
に
、
中
国
・
四
国
地
区
の
内
定

率
は
昨
年
を
大
き
く
下
回
り
、
最
下
位
と

な
っ
て
い
る
が
、
２
月
末
時
点
で
の
安
田

の
数
値
は
、大
学
の
内
定
率
が
80
・
３
％
、

短
期
大
学
は
90
・
６
％
と
全
国
平
均
を
大

き
く
上
回
り
、
昨
年
並
み
の
結
果
を
出
し

て
い
る
。地
方
の
女
子
大
の
場
合
、地
元
で

の
就
職
に
こ
だ
わ
る
学
生
が
多
く
、
高
い

数
値
を
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
驚
異
的
な
成
果

だ
。静

岡
産
業
大
学

徹
底
的
な
地
元
重
視

　

静
岡
産
業
大
学
は
、
経
営
学
部
は
静
岡

不
況
下
に
お
い
て
も
高
い
内
定
率
を
誇
る
大
学
が
あ
る
。

一
体
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

「
コ
ネ
を
総
動
員
」「
地
元
密
着
戦
略
」

大
学
の
あ
の
手
こ
の
手
の
就
職
支
援

亀か
め
い井　

信の
ぶ
あ
き明

（
高
等
教
育
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
）

　

新
卒
大
学
生
の
就
職
状
況
が
急
速
に
悪

化
し
て
い
る
。
表
は
文
部
科
学
省
が
発
表

し
た
今
春
卒
業
予
定
者
の
12
月
１
日
現
在

の
就
職
内
定
率
調
査
の
結
果
で
あ
る
が
、

大
学
全
体
で
は
73
・
１
％
で
前
年
比
７
・

４
㌽   
悪
化
し
、
短
大
に
至
っ
て
は
47
・
４

％
で
９
・
５
㌽   
も
悪
化
し
て
い
る
。

　

例
年
の
傾
向
で
は
、
大
学
生
は
３
年
次

の
夏
期
休
暇
あ
た
り
か
ら
就
職
活
動
に
取

り
掛
か
り
、
大
手
企
業
の
多
く
は
４
年
次

の
５
、
６
月
ま
で
に
実
質
的
に
採
用
内
定

を
通
知
す
る
。
卒
業
を
目
前
に
し
た
12
月

の
時
点
で
、
大
学
４
年
生
の
ほ
ぼ
４
人
に

１
人
の
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い

う
状
況
は
、
近
年
例
が
な
い
。

　

し
か
も
、
こ
の
内
定
率
は
平
均
値
で
あ

り
、
就
職
難
は
短
大
の
平
均
値
が
50
％
を

切
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
条
件
の
悪
い
大
学
・
学
部
ほ
ど
深
刻

で
あ
る
。
表
の
下
段
は
、
地
方
に
所
在
す

る
大
学
は
分
が
悪
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
の
経
済
動
向
も
色
濃
く

反
映
す
る
。
自
動
車
産
業
の
影
響
を
強
く

受
け
る
中
部
地
区
の
内
定
率
は
、
前
年
比

15
・
４
㌽   
も
悪
化
し
、
昨
年
の
ト
ッ
プ
か

ら
北
海
道
・
東
北
地
区
、
九
州
地
区
並
み

の
数
字
に
下
落
し
た
。
具
体
的
に
個
々
の

大
学
の
実
態
を
探
る
と
、
現
時
点
の
内
定

率
が
、
よ
う
や
く
60
％
に
届
い
た
大
学
・

学
部
は
数
多
く
存
在
す
る
。

　

た
だ
、一
方
で
、昨
年
以
上
の
成
果
や
、

平
均
値
を
大
き
く
上
回
る
成
果
に
自
信
を

見
せ
る
大
学
も
存
在
す
る
。
悪
条
件
を
克

服
し
、
目
覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ

る
大
学
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

神
戸
夙し

ゅ
く
が
わ川
学
院
大
学

３
年
次
に
内
定
率
９
割

　

神
戸
市
の
中
心
街
に
近
い
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
に
立
地
す
る
神
戸
夙
川
学
院
大

学
。
観
光
文
化
学
部
の
み
の
新
設
単
科
大

学
で
、
２
０
０
７
年
に
開
学
し
、
第
１
期

生
が
現
在
３
年
生
で
あ
る
。

　

昨
年
の
11
月
２
日
、
増
谷
和
人
理
事
長

は
大
学
の
全
専
任
教
職
員
を
集
め
、
就
職

支
援
の
決
起
集
会
を
開
催
し
、
檄
を
飛
ば

し
た
。「
新
設
で
小
規
模
の
本
学
に
と
っ

て
、
１
期
生
の
就
職
結
果
が
他
大
学
と
同

程
度
で
は
未
来
は
な
い
。
圧
倒
的
な
成
果

を
挙
げ
る
た
め
、
１
期
生
全
員
の
内
定
の

め
ど
を
３
年
生
の
う
ち
に
つ
け
て
ほ
し

い
」。

　

翌
週
か
ら
、
就
職
支
援
委
員
長
を
兼
務

す
る
檜
垣
法
人
本
部
長
を
中
心
に
学
生
の

担
任
教
員
、
大
学
職
員
、
法
人
本
部
職
員

の
総
勢
20
人
程
度
の
就
職
支
援
会
議
が
週

３
〜
４
日
の
ペ
ー
ス
で
続
け
ら
れ
て
い

る
。
メ
ガ
バ
ン
ク
出
身
の
檜
垣
本
部
長
は

「
就
職
は
コ
ネ
だ
。
ウ
チ
の
大
学
は
教
職

員
、
出
入
り
業
者
な
ど
大
学
の
コ
ネ
を
総

動
員
し
て
学
生
の
就
職
を
支
援
す
る
」
と

宣
言
す
る
。

　

檜
垣
本
部
長
を
は
じ
め
会
議
メ
ン
バ
ー

の
職
員
は
、
採
用
希
望
企
業
に
加
え
、
自

身
の
人
脈
を
た
ど
っ
た
企
業
を
連
日
の
よ

う
に
訪
問
し
て
い
る
。
２
月
末
時
点
で
、

内
定
が
ほ
ぼ
確
実
と
踏
ん
で
い
る
学
生
が

62・２
％
、
今
一
歩
が
15
％
程
度
で
あ
り
、

３
年
次
の
う
ち
に
90
％
程
度
の
実
質
内
定

に
自
信
を
持
っ
て
い
る
。
同
大
学
の
学
生

ホ
ー
ル
に
は
内
定
確
実
学
生
と
内
定
先
企
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大不況、大就職難時代に
行かせたい大学

業
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
、
そ
し
て
業
種
が
薔
薇

の
飾
り
と
共
に
張
り
出
さ
れ
、
行
き
来
す

る
学
生
が
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
。

　

驚
く
の
は
、内
定
先
企
業
の
顔
ぶ
れ
だ
。

非
公
表
を
前
提
に
リ
ス
ト
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
観
光
系
学
部
ら
し
く
大
手
ツ
ー
リ

ス
ト
や
ホ
テ
ル
、
イ
ベ
ン
ト
関
連
企
業
な

ど
が
並
ぶ
一
方
、
メ
ガ
バ
ン
ク
や
地
方
有

力
銀
行
な
ど
の
有
力
金
融
機
関
、
ゼ
ネ
コ

ン
、
大
手
証
券
会
社
、
有
名
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非

営
利
団
体
）
法
人
な
ど
、
錚そ

う
そ
う々

た
る
企
業

も
名
を
連
ね
て
い
た
。
就
職
希
望
卒
業
生

１
５
６
人
の
う
ち
、
10
人
近
い
学
生
が
メ

ガ
バ
ン
ク
、
地
方
有
力
銀
行
へ
内
定
確
実

だ
と
い
う
。「
語
学
が
出
来
、
人
柄
が
良

く
、
適
切
な
対
人
関
係
が
築
け
る
学
生
な

ら
、
一
生
懸
命
お
願
い
す
れ
ば
、
ど
ん
な

企
業
で
も
引
き
受
け
て
く
れ
る
。
新
設
大

学
だ
か
ら
と
い
っ
て
臆
し
て
は
い
な
い
」

と
檜
垣
本
部
長
は
自
信
を
見
せ
た
。

安
田
女
子
大
学
・
短
期
大
学

伝
統
と
革
新

　

安
田
女
子
大
学
・
安
田
女
子
短
期
大
学

は
広
島
市
の
中
心
部
に
程
近
い
郊
外
に
キ

ャ
ン
パ
ス
を
構
え
て
い
る
。
こ
の
大
学
に

今
、
大
学
教
育
の
プ
ロ
で
あ
る
多
く
の
大

学
関
係
者
た
ち
が
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て

い
る
。

　

理
由
の
１
つ
は
古
き
良
き
女
子
教
育
の

伝
統
を
守
り
続
け
、
成
功
さ
せ
て
い
る
点

だ
。

　

例
え
ば
制
服
が
今
で
も
生
き
て
い
る
。

就
職
支
援
の
現
場

大卒者就職内定率（2009年12月1日現在）

（注）▲はマイナス　（出所）厚生労働省、文部科学省「平成21年度
大学等卒業予定者の就職内定状況調査」   

 区分 2008年 09年（前期比）
大学全体  80.5 73.1（▲7.4）
 うち国公立 85.3 80.7（▲4.6）
 うち私   立 79.0 70.5（▲8.5）
短期大学  56.9 47.4（▲9.5）
北海道・東北  71.6 69.5（▲2.1）
関東  83.5 76.4（▲7.1）
中部  85.1 69.7（▲15.4）
近畿  81.3 75.1（▲6.2）
中国・四国  77.0 67.4（▲9.6）
九州  74.9 69.6（▲5.3）

大
学
区
分
別

地
域
別

（％）

大学も様々な工夫を（就職ガイダンスに耳を傾ける大学生たち）


